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	製品名: カスパーゼ-14（7P17）ウサギモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	カスパーゼは、アポトーシスの実行に重要な役割を果たすシステインプロテアーゼファミリーです。カスパーゼ14（別名MICE）は、カスパーゼファミリーの限定発現を持つユニークなメンバーで、胎児組織と成人の皮膚に見られます。カスパーゼ14は、カスパーゼ8によってp18サブユニットとp11サブユニットに弱く処理されます。また、ケラチノサイトの最終分化中にフィラグリンのタンパク質分解処理を担っている可能性もあります。表皮分化に関与する非アポトーシスカスパーゼです。表皮角質層で優勢なカスパーゼです（PubMed:15556625）。ケラチノサイトの分化に役割を果たしているようで、角質化に必要です。フィラグリンをタンパク質分解処理することで表皮の成熟を制御します（類似性による）。 In vitroでは基質[WY]-X-X-Dモチーフを優先的に選択し、合成カスパーゼ基質WEHD-ACFに対して活性を示す（PubMed:16854378, PubMed:19960512）。表皮におけるプロサポシンのプロセシングに関与する（類似性に基づく）。網膜色素上皮細胞バリア機能にも関与している可能性がある（PubMed:25121097）。分化したケラチノサイトにおけるDNA分解に関与し、DFFA/ICADを切断してDFFB/CADを遊離させると考えられている（PubMed:24743736）。
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	ヒト皮膚溶解物中のカスパーゼ 14 発現のウェスタン ブロット分析。

